
従業員等へ承継  

歳

人 千円

　A１　事業を継続したい

　A２　後継者がいる

　A３　従業員等へ承継

　□ 関係者の理解が得られるよう取り組んでいますか？
　　後継者となる方への明示的な了解をとることや、社内や取引先・金融機関への事前説明も大切です。

　　社内外の関係者の理解を得るまでに、より多くの時間がかかることもあり、注意が必要です。

　□ 後継者教育について、具体的に取り組んでいますか？
　　経営に必要な能力を習得するため社内外での教育を実施します。

　　支援機関による後継者育成講座の活用も有効です。

　□ 財産の分配について、検討していますか？
　　株式の買取資金の調達方法の検討や、オーナー経営者の親族との十分な相互理解がポイントに

　　なります。

　□ 個人保証・担保処理の内容について把握していますか？
　　現オーナー経営者の個人保証について後継者も連帯保証人に加わることを求められる場合もあり、

　　対応が必要です。経営者保証に関するガイドラインを確認しておきましょう。

〇上記以外に取り組むべき課題があれば書き出してみましょう。

事業承継診断セルフチェックシート

診断年月日 年 　　月 　　日

業　種経営者の年齢

企　 業　 名

従  業  員  数

〇事業承継についてお聞かせください

記入事項をご確認の上、お近くのネットワーク構成機関または事務局へご相談ください。

　　　　該当すると思われる項目（□）にチェック✓を入れてください。

売上高

　Q４　これから取り組むべき課題・対策として、

　Q３　後継者はどなたになりますか？

　Q２　事業を引き継ぐ相手は決まっていますか？

　Q１　事業を継続していきたいと考えていますか？

神奈川県事業承継ネットワーク


